
青年農業者の育成

～ プロジェクト活動を通じた技術向上 ～

対象：由仁町４Hクラブ （9名）

１ 活動の背景

２ 活動の経過

クラブ員の栽培技術向上を図るため、由仁町の基幹作物（水稲、小麦、大豆）
についての勉強会やプロジェクト活動を支援した。

テーマ：水張りが作物の生育に及ぼす影響について
R5年に水張りを実施したほ場にて、R6年に作付けした作物（春小麦、大豆）の
生育を確認した。

共同プロジェクト活動

個人プロジェクト活動

またR6年に水張りを実施するほ場にて、水張り前後での透排水性の変化を確認
するため、シリンダーインテ―クレート法を実施した。

写真1 大豆生育調査 写真2 春小麦坪刈り 写真3 シリンダー
インテ―クレート法

写真4 生育調査の様子

テーマ：大豆 狭畦栽培の畦間による違いについて
R5年より継続して調査した。
慣行区：12.5㎝、試験区：24㎝、36㎝

生育調査（4回）、収量調査

生育調査（3回）、収量調査
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３ 活動実績の具体的内容

４ 今後の課題と対応

ほ場巡回・視察研修

写真5 美瑛町生産者視察 写真6 鷹栖町生産者視察

普及センターは水稲育苗ハウ
ス巡回の講師や視察先の情報
提供をした。

5月9日 水稲育苗ハウス巡回

7月3、4日 美瑛町、鷹栖町
視察

・クラブ員数の減少が見込まれるため、活動の見直し

共同プロジェクト活動取組数

透水性
（目標値100㎜/h以上）

水張り前 305

水張り後
33

（ｻﾌﾞｿｲﾗ、ﾛｰﾀﾘｰ実施後）

表3 シリンダーインテ―クレート法調査結果

春小麦、大豆の収量は地域平均と同等かそれ
以上であったため、今回の調査ほ場では水張
りが生育に及ぼす悪影響は見られなかった。
クラブ員からは「思っていたより影響がない
ことが分かって良かった」という声が聞かれ
た。

空知青年農業者会議では、アグリメッセージと個人プロジェクトの大豆狭畦栽
培について結果をまとめ、プロジェクト発表を行った。

アグリメッセージは最優秀賞受賞！
北海道青年農業者会議でも発表！
クラブ員は資料のまとめ方を身に付けた。また、自分の意見を人前で発表する
良い経験となった。

写真7 アグリメッセージ 写真8 プロジェクト発表

春小麦
（はるきらり）

収量
（kg/10a）

クラブ員① 496

クラブ員② 461

R6年由仁町平均 433

大豆
（ユキシズカ）

収量
（kg/10a）

クラブ員③ 410

R3～5年地域平均 264

表2 大豆調査結果

表1 春小麦調査結果

プロジェクト発表
では賞に届かず
悔しかったが、

良い経験になった！

R6年度で卒業予定
のクラブ員

現況
１課題

目標
１課題

実績
１課題


